
　
毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る
長
浜
曳
山
ま

つ
り
で
は
、
長
浜
の
旧
町
（
江
戸
時
代

に
長
浜
町
だ
っ
た
地
域
）
の
狭
い
道
路

を
大
き
な
曳
山
が
ゆ
っ
く
り
と
往
来
し

ま
す
。
そ
の
と
き
に
曳
山
の
後
ろ
に
一

際
大
き
な
幕
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
に

気
づ
き
ま
す
。
こ
の
幕
は
「
見み
お
く
り
ま
く

送
幕
」

と
呼
ば
れ
、
曳
山
の
幕
の
中
で
最
大
の

も
の
で
す
。

　
こ
の
見
送
幕
は
、
全
13
基
の
曳
山
の

う
ち
、
長な
ぎ
な
た
や
ま

刀
山
と
猩
し
ょ
う
じ
ょ
う々

丸ま
る

を
除
く
11
基

の
曳
山
の
背
面
を
飾
る
も
の
で
、
日
本

製
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
、
中
国
製
の
も
の

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
最

も
古
く
大
変
貴
重
な
美
術
工
芸
品
と
し

て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
が
、
翁
お
き
な
ざ
ん山

（
伊
部
町
組
）
と
鳳ほ

う

凰お
う

山ざ
ん

（
祝
い
わ
い
ち
ょ
う町

組
）
の
見
送
幕
で
、
い
ず

れ
も
16
世
紀
に
ベ
ル
ギ
ー
で
制
作
さ
れ

た
秀
逸
な
作
品
で
す
。
こ
の
２
枚
の
幕

は
、
も
と
は
い
ず
れ
も

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
制
作
さ
れ
た

室
内
を
美
し
く
飾
る
壁

掛
）
と
し
て
制
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
翁
山
の
見
送
幕
は
、

二
人
の
武
将
が
描
か
れ

て
い
ま
す
が
、
何
を
題

材
に
し
た
の
か
定
か
で

は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
色

彩
や
織
り
か
ら

ベ
ル
ギ
ー
の

オ
ー
ド
ナ
ル
ド

で
制
作
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
こ

の
幕
は
現
在
ま

つ
り
で
は
使
用

せ
ず
、
平
成
５

〜
６
年
度
に
か

け
て
復
元
新
調
し
た
同
じ
図
柄
の
も
の

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
鳳
凰
山
の
見
送
幕
は
、
ト
ロ
イ
ア

戦
争
を
題
材
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
祇
園
祭
の
鶏
に
わ
と
り

鉾ぼ
こ

の
見
送
幕
・
霰
あ
ら
れ

天て
ん

神じ
ん

山や
ま

の
前ま
え

懸か
け

と
と
も
に
本
来
は
１
枚

の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
で
し
た
。
こ
の
幕

は
、
売
買
証し
ょ
う

文も
ん

に
よ
れ
ば
、
文
化
14
年

（
１
８
１
７
）
に
京
都
四
条
新
町
の
藤

倉
屋
十
兵
衛
か
ら
２
０
０
両
で
購
入
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
幕
は
、

現
在
も
現
役
の
幕
と
し
て
ま
つ
り
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
鳳
凰
山
の
曳
山
本
体
お

よ
び
山
蔵
は
、
文
化
15
年
（
１
８
１
８
）

３
月
に
一
度
燃
失
し
て
い
ま
す
。
見
送

幕
を
購
入
し
て
ち
ょ
う
ど
１
年
後
の
こ

と
で
す
が
、
幸
い
に
も
難
を
逃
れ
ま
し

た
。

　
そ
れ
か
ら
約
２
０
０
年
、
２
枚
の
見

送
幕
の
制
作
か
ら
考
え
れ
ば
約
４
０
０

年
の
時
を
経
て
、
現
在
私
た
ち
が
こ
れ

ら
の
貴
重
な
作
品
を
長
浜
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
非
常
に
幸
運
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
こ
の
２
枚
の
幕
を
含
め
た

曳
山
を
飾
る
幕
類
は
、
平
成
４
年
の
調

査
時
点
で
新
旧
合
わ
せ
て
３
３
０
枚
あ

り
、
な
か
に
は
高
価
な
織
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
幕
を

揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
長
浜
の

町
人
の
ま
つ
り
へ
の
情
熱
や
努
力
、
そ

し
て
高
い
経
済
力
と
文
化
性
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
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市
で
は
、
来
年
３
月
に
開
通
す
る
小
谷
城
ス
マ
ー
ト

I
C
周
辺
を
「
新
し
い
農
業
」
の
拠
点
と
し
て
農
業
経
営

の
多
角
化
や
６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
雇
用
の
拡
大
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
地
元
生
産
者
や
民
間
企
業
、
農
業
団
体
、
大

学
、
研
究
機
関
と
連
携
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
6

次
産
業
化
に
繋
が
る
作
物
の
実
証
栽
培
や
担
い
手
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
、 

そ
の
内
容
や
成
果
を
広
く
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト

f
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
『
N
A
V

－

n
e
t
（
ナ
ブ

ネ
ッ
ト
）』
を
開
設
し
ま
し
た
。 

　
市
政
情
報
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
、
研
修
会
や
交
流
会

等
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
6
次
産

業
化
を
進
め
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
等
に
活
用
し
ま

す
。

　
ぜ
ひ
「
N
A
V

－

n
e
t
」
の

ホ
ー
ム
画
面
の
「
い
い
ね
!
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

（
f
a
c
e
b
o
o
k
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
ま
ず
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
）

　「
な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト
」で
検
索
、ま
た

は
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.facebook.com

/

nagaham
aagriventurenet/

明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
、豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
む
家
庭
づ
く
り
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
巡
回
展

問
生
涯
学
習
課
（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

な
が
は
ま
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ネ
ッ
ト

f
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
開
設

問
商
工
振
興
課
（
☎
６
５

－
８
７
６
６
）

　
長
浜
市
青
少
年
育
成
市
民

会
議
で
は
、「
明
る
い
家
庭

づ
く
り
標
語
」
の
募
集
を
行

い
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校

生
、
一
般
の
み
な
さ
ん
か
ら

８
，
３
６
２
点
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
特
選
作
品
、
入
選

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滋
賀
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
と
の
共
催
で
、

小
・
中
学
生
に
「
豊
か
な
心

を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
絵

画
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
を
行
い
、
優
秀
作
品
・
入
選
作
品
を

選
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
標
語
と
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
・
優
秀
作
品
の

展
示
を
４
会
場
で
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

◆
イ
オ
ン
長
浜
店
　
　
　
　

　
10
月
27
日
（
木
）〜
11
月
3
日
（
木
）

◆
平
和
堂
木
之
本
店

　
11
月
5
日
（
土
）〜
13
日
（
日
）

◆
西
友
長
浜
楽
市
店

　
11
月
15
日
（
火
）〜
27
日
（
日
）

◆
虎
姫
文
化
ホ
ー
ル

　
11
月
29
日
（
火
）〜
12
月
4
日
（
日
）

ＱＲコード

婚活de
相性がわかる・気持ちつながる

12月11日日開催!
　「個性心理學」に基づいたゲームなどで、気になる人と
の相性をチェックできます。自分と相手の性格や考え方
がわかるので、相性のいい人が見つかるかもしれません。
最後はフリータイムで気になる人といっぱい話そう。
【と　き】
○男性26～36歳の部　10時～12時30分（受付9時30分～）
○男性37～49歳の部　14時30分～17時（受付14時～）
※女性は、希望する部門にお申込みください。
【ところ】臨湖（港町）
【内　容】個性心理學でゲーム、フリートークなど
【参加費】男性3,500円　女性1,500円
※スイーツ・ドリンク付き

【定　員】各回男女各12人（申込多数の場合は抽選）
【対　象】26歳～49歳の独身男女

男性は市内在住または在勤の人、もしくは市内
に移住できる人

【申込み】11月23日（水）までに直接窓口または申込用紙に
記入の上、郵送またはFAXで下記まで。

※ 申込用紙は、臨湖・社会福祉課・北部振興局・各支所
にあります。
問合せ・申込先
　臨湖　　〒５２６－００６７　港町４－９　
　　　　　☎６５－２１２０　 ６３－３２３５

個性心理學
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